校内研修計画

１　学校課題
令和７年９月２５日に中央教育審議会教育課程企画特別部会より「論点整理」が示された。それによれば、次期学習指導要領改訂に向けた検討の基盤となる考え方として、①深い学びの実装、②多様性の包摂、③実現可能性の確保が掲げられている。また、重要な重点事項として「情報活用能力の抜本的向上」「質の高い探求的な学び」「主体的な社会参画」も掲げられ、次期学習指導要領改訂に向け、各WG等での検討が進められているところである。
本校はR4～6年度まで「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた授業づくり」について研究を進め、国による「リーディングDXスクール事業」の指定を受け、ICTの活用を基盤に据えた「個別最適な学びと協働的な学び」の一体的な充実を図るべく、学習課題に対して学びの個別化・個性化を図りながら個人で追究したり、教師が児童の発言に問い返すことで協働的に課題解決を行ったりする授業について研究を行ってきた。その結果、授業づくりに対する教師の考え方や、授業デザインを大きく転換し、児童の学びをより一層充実させていくことの重要性を確認することができた。その一方で、児童の端末操作や思考スキルといった各種スキルの差といった課題も明らかになった。
それらを受け、昨年度は、R6年度より本校独自の取り組みとして始まった「かのいわスタディ」（通称「かのスタ」）の充実を図り、学習の基礎基本の定着だけでなく、総合的な学習の時間の指導要領解説に示される「考えるための10の技法」といったスキルの獲得をはじめとした情報活用能力の育成に向け取り組んできている。昨年度の成果としては、デジタル学習基盤を活用した実践事例の創出や、加納岩小独自の端末操作スキル系統表、情報活用能力の獲得を位置付けた年間指導計画の作成等を残すことができた。一方で、思考スキル等が児童自身のものになっていない点や、考えるための10の技法等を系統立てて指導する状況までには至っていない。よって、今年度は以下の主題に沿って研究を進めていく。

２　研究主題
個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けて
～　「かのスタ」の充実と思考スキル等の獲得　～

３　主題設定の理由
[bookmark: _heading=h.gjdgxs][bookmark: _heading=h.p5rym75kl6ay]　再掲になるが、令和７年９月２５日に中央教育審議会教育課程企画特別部会よりが示された「論点整理」では、「情報活用能力の抜本的向上」「質の高い探求的な学び」が検討の柱に位置付けられ、情報活用能力の育成や、探究的な学びの根幹となる「考えるための10の技法」「思考ツールを活用するスキル」「探究的な学びのサイクル」といったものを、児童自身の技として獲得するための指導は急務であるといえる。
[bookmark: _Hlk165521063]本校では、昨年度の研究主題の元、かのスタの充実に力を入れ、各種スキルの獲得をねらった授業実践の蓄積や、それらの実践を一般化するべく、情報活用能力育成の視点を年間指導計画に位置付けた計画づくりを行ってきた。デジタル学習基盤を活用した実践の蓄積等、一定の成果を残すことはできたものの、まだまだ研究は道半ばである。よって、本年度は昨年度の主題を継続しつつ、副題に「思考スキル等の獲得」を追加し、児童にしっかりと思考スキル等を獲得させることができるよう研究を進めていく。
４　研究内容及び方法
（１）「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」に向けた授業改善を図る
・「課題の設定」→「情報の収集」→「整理・分析」→「まとめ」→「発表」（高橋2021）を意識　　した学習過程を設定する
・一人一台端末とクラウド環境を活用し、児童に本時の学習活動の見通しをもたせる
・「個の取り組み」「他者参照」「話し合い」など、それぞれの学び方を児童が選択できる「複線　　型」の場面をつくる
・授業の終末で、本時の振り返りを個々で行わせる
・授業づくりの３つの視点をもつ
　①児童が一番忙しいか（学習者主体）
②児童が選択する場面があるか（個別最適な学び）
③児童同士が協働的に関わっているか（協働的な学び）

（２）個別最適な学び・協働的な学びを支える環境づくり
・学級力向上プロジェクトを活用、「きずなの日」の充実による、親和的な学級集団づくり
・協働的な学びを実現するため学習ファシリテートの充実
・学びの個別化・個性化を目指したAIドリルの活用推進

（３）「かのスタ」の充実
　・情報活用能力育成に向けた、「GIGAワークブックやまなし」の活用推進
　・「考えるための10の技法」の獲得を目指した、取組の実施
　・思考力・判断力・表現力の育成を目指した、各種スキルの獲得

５　年間計画

	No.
	月日
	内　　容
	司会記録
	講師要請

	1
	4/15
	研究の方向性・概要
	高学年
	

	2
	5/20
	研究の方向性・概要、現状分析
	中学年
	

	3
	6/17
	現状分析を踏まえた「かのスタ」の検討、生成AI等に関する学習
	低学年
	予定

	4
	7/1
	理論研究・「かのスタ」の検討、生成AI等に関する学習
	特別支援
	

	5
	8/24
	「かのスタ」の実践研究・検討、授業研究に向けて
	教務
	

	6
	9/25
	「かのスタ」の実践研究・検討、授業研究に向けて
	高学年
	

	7
	10/21
	「かのスタ」の実践研究・検討、授業実践
	中学年
	

	8
	11/11
	「かのスタ」の実践研究、授業実践
	低学年
	予定

	9
	12/9
	「かのスタ」の実践研究、事例作成、研究のまとめに向けて
	特別支援
	

	10
	1/20
	今年度の研究のまとめ
	教務
	

	11
	1/27
	来年度に向けて
	高学年
	


※2月については必要に応じて実施する予定である。
（　研究主任　古屋　達朗　）
